
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊岡市教育委員会 Ｒ８（２０２６）.５.２９       No.２ 
豊岡市のホームページにもアップしています。 

豊岡市 HP→上段「くらし」→右下「教育・学校」→「教育研修センター」へ 

次期学習指導要領を見据えた今後の教育の在り方～情報活用能力の抜本的向上を中心に～を

テーマに兵庫県内研究所連盟理事会にて、兵庫教育大学森山学長に講義いただきました。 

 
 

★これらを実現するための情報活用能力の抜本的向上に係る主な課題 

 

 

 

 

 

 



 

 
★情報活用能力の抜本的向上の方向性イメージ（教育課程の改善） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★発達段階に即した学習活動を検討していく必要がある。 

 
 

 

 

次期学習指導要領のポイント（情報活用能力） ➡ 情報活用能力の抜本的な向上、デジタル学習基盤、デジタル教科書  

 

国（内閣府）がこれからの社会（Society5.0）を具体的に示しました。次期学習指導要領の論

点整理にも関連する内容が整理されています。 

その一つが、今回の情報活用能力の抜本的向上になります。掲載している資料は、文科省のＨＰ

のものです。さらに詳しい関連資料も掲載されています。小学校で情報の領域（仮称）、中学校で

情報・技術科（仮称）、そして高等学校の情報化につながるイメージが示唆されています。 

ＩＣＴの活用が手段ではなく目的となることには気をつけなければなりませんが、豊岡市の教育の

基本姿勢である「子どもの事実に学び、子どもに寄り添う」教育の充実に向け、これらの情報に対

するアンテナを高くはり、今からできることを教育行政（研修、環境整備、新しい実践の創出等）も

学校（教材研究、研修等）も含めて（教材開発、環境整備）を先んじて展開していくことが重要とな

ってきます。 

今年度は、次期学習指導要領の方向性について、少しでも皆様に情報共有・発信できたらと考

えています。 


